
会長の挨拶

　タンパク質とその構成成分で

あるアミノ酸が科学者以外の一

般の人々にもよく知られている

のに比べて，ペプチドはあまり

知られておりませんでした。最

近では，健康食品としてペプチ

ドの名前が徐々に浸透して来ま

したが，ペプチドの生理学的な

重要性については一般にはほとんど知られていないの

が実情と思います。

　１９世紀の終わりから２０世紀始めにタンパク質がペプ

チド結合によってアミノ酸から構成されていることが

明らかになり，ペプチドの化学合成が始まりました。

１９５３年には��������	��らによりペプチドホルモン，

オキシトシンの構造決定ならびに全合成が報告されま

した。日本においても１９５０年代にペプチドの化学合成

が本格的に開始され，１９６２年に大阪大学赤堀四郎教授

のもとで第１回ペプチド化学討論会が開催されまし

た。それ以降ペプチド研究に理学，薬学，農学，工学，

医学分野の研究者が参加し，生命の根幹をなすペプチ

ドの研究，さらには新しいタイプの医薬品開発へと発

展してきており，毎年ペプチド化学討論会が開催され

てきました。

　１９９８年（第３５回）からは従来のペプチド化学討論�

会という名称からペプチド討論会へと変更し，討論�

会のプロシーディング名も���������	
�����
��から

���������	
���
��となりました。

　日本ペプチド化学討論会世話人会は国際化にも力を注

ぎ，第一回����������	
����

���������������
�����

（������）を１９８７年神戸で開催し，このようなペプチ

ド研究活動を基盤として１９９０年に日本ペプチド学会が

設立され，初代会長として榊原俊平博士が選出されま

した。

　日本ペプチド学会は，第二回������を１９９２年に静

岡で開催し，１９９７年には第一回国際ペプチド討論会を

京都において開催し，国際ペプチド学界をリードして

きました。

　日本ペプチド学会はペプチド研究の発展，国内外に

おけるペプチド関連科学に関する討論会の主催と支

援，若手ペプチド研究者への支援，研究者間での共同

研究の推進，ペプチドの一般社会への啓蒙などの役割

を担っています。現在約４００名の会員を擁しています

が，さらにその拡大の努力をする必要があると思いま

す。日本ペプチド学会は研究者奨励のため，日本ペプ

チド学会賞および奨励賞を設けています。さらに赤堀

四郎先生の名を冠した��������	
������
	������を創

設し，国際的にペプチド研究に貢献した研究者に授与

しています。

　生理活性ペプチド研究の画期的な出来事としては，

すでに述べたノーベル賞受賞研究の��������	��によ

るペプチドホルモンオキシトシンの合成，������によ

るペプチドホルモンインスリンの構造決定，

���������，�������らによる視床下部ペプチドホルモ

ンの研究，����������によるペプチド固相合成法の研

究等が挙げられます。

　現在では，生理活性ペプチドの作用機序の解明と立

体構造解析，合成ペプチド誘導体の構造活性相関研究

による医薬品への応用，生理活性ペプチドから出発し

たレセプター研究に基づく非ペプチド薬の開発，さら

にはコンビケム，プロテオーム研究，ペプチドーム研

究へと，ペプチド研究は広範囲へ広がっています。

　世界的に見ても，アメリカペプチド学会，ヨーロッ

パペプチド学会をはじめとして，日本はもとより，

オーストラリア，韓国，ポーランド，中国，など各国

にペプチド研究者集団があり，国際交流も盛んに行わ

れて，研究者が交流し，研究のレベルアップをめざし

ています。

　世界のペプチド学会事情については，��������

�����������	
�
����
４３（２００２年１月）にも書

きましたが，������������	
�
�����
������
�
�	
�������

���������	��
���を参照して下さい。

　日本ペプチド学会が「ペプチドに関する基礎ならび

�

����５５� ２００５�年�１�月

��������������	
��
��

木曽　良明



に応用研究の発展向上をはかり，会員相互の連携を深

めるとともに国外研究者との交流をはかることを目的

とする」だけでなく，広くペプチドに関連する科学の

基礎ならびに応用研究の発展向上を図り，社会への理

解と普及を深めるとともに国内外研究者との交流を

図って，人類の健康と福祉に大きく貢献する事を期待

します。

きそ　よしあき　

京都薬科大学　

創薬科学フロンティア研究センター長　

���������	�
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２００４ Akabori Memorial Award
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PNJ 研究所紹介

独立行政法人　理化学研究所

ゲノム科学総合研究センター

タンパク質構造・機能研究グループ

　ゲノム科学総合研究センター

は，旧科学技術庁と文部省とが

統合し，理化学研究所が独立法

人化に向けてセンター組織化を

図る中，平成１０年の１０月に発足

しました。タンパク質構造・機

能研究グループは，そのセンターの中でもポストゲノ

ムシークエンス時代を見据えたタンパク質研究を行う

中核グループに位置づけられ，横山茂之プロジェクト

ディレクターのもと数百人の研究者が集まる大きな研

究組織になっています。これだけの大きな組織ですか

ら，研究者は運営交付金で雇われている定年制職員で

はなく，プロジェクトディレクターからテクニカルス

タッフにいたるまですべての職員が１年更新の任期制

になっており，人件費を含めた研究費のほとんどは文

部科学省からの委託研究（いわゆるタンパク３０００プロ

ジェクト）の委託費でまかなわれています。当然なが

ら委託費は使途目的が厳しく限定されており（例え

ば，人件費の使途目的＝研究内容なので，科研費研究

の遂行でさえも兼業とみなされます），また，年度ご

とに「構造解明されたタンパク質の個数（���登録

数）」などという明らかな“数値目標”に向って研究

が行われているので，アカデミックな研究所というよ

り感覚的にはむしろ企業研究所に近いかもしれませ

ん。

　タンパク質構造・機能研究グループは，数十台の高

磁場���を配する���施設が有名になって，一般に

は���を用いたタンパク質の構造解析を行っている

イメージばかりが先行していますが，計算プロテオミ

クス研究チーム，タンパク質機能研究チーム，タンパ

ク質構造研究チーム，標識技術高度化研究チーム，応

用化プロテオミクス研究チーム，タンパク質合成技術

高度化研究チーム，タンパク質多種発現・精製研究

チーム，タンパク質大量発現・精製研究チーム，���

解析技術高度化研究チーム，���計測技術高度化研

究チームの１０チームに分かれ，大量発現から機能解析

までをも含めた分子レベルでのタンパク質研究全般を

行っています。また，タンパク質構造・機能研究グ

ループは，理研の構造プロテオミクス研究推進本部

（������������	
�����
�����）の一角を構成し，播磨の大

型放射光施設�������８などとも連携を図って，�線結

晶構造解析などをも積極的に行っています。

　グループの主な仕事の流れですが，基本的には，研

究対象（遺伝子）の選択→小スケールでの発現の確認

→大量発現→立体構造解析→構造に基づく分子レベル

での機能解析→応用化の手順で進められます。研究対

象は，ヒト・マウス・高度好熱菌・シロイヌナズナな

どのゲノム配列から，いろいろなデータベース検索や

計算化学的な推測によって，その遺伝子産物の有用性

を判断して選択されます。遺伝子配列データからの抽

出なので，実際に研究対象になるタンパク質は機能が

まだ実証されていないものも多いのですが，これをさ
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らにドメインに切り分けて発現して行きます。タンパ

ク質は，最近ではおもに無細胞系で合成され，発現状

態のチェックなどにも���が用いられています。精

製されたタンパク質は，分子量や性状によって���

や�線結晶構造解析に供されて構造解析が行われま

す。構造が明らかになったタンパク質に関しては，そ

の立体構造をもとに計算機シミュレーション，リガン

ド結合実験，細胞への導入などの実験により機能情報

が付加されます。得られたタンパク質の構造・機能の

情報は，「パートナー制度」と呼ばれる契約によって

希望する製薬企業などに買い取られたり，共同研究の

対象となったりして応用化が図られます。理研は独立

行政法人化されていますので，得られた知的財産権を

行使して利益を上げる仕組みになっているのです。

　非常に大きな所帯の研究グループですので，私自身

もグループの隅々まで研究内容を把握している訳では

ありません。そこで，具体的な研究例として，私が関

わった研究を紹介させていただこうと思います。私は

平成１４年から現職に就いていますが，前職の終盤に，

多大な試行錯誤の末，上皮成長因子（���）レセプ

ターの細胞外ドメインと���との複合体の単結晶を

作ることに成功しました。そこで理研に就いてから，

その結晶を播磨の�������８�施設に持ち込んで測定を

行い，ついには複合体の結晶構造を明らかにすること

に成功しました（��������１���）［１］。得られた構造

は，���の結合によって���レセプターの細胞外ド

メインが屈曲し，その結果ループが飛び出てレセプ

ター二量化の架け橋となるという示唆的なものでし

た。これまで創薬を目指して多くの���の類縁体が

合成されてきましたが，この研究成果により，レセプ

ターの活性化を引き起こす二量化に必要な部位は，実

は���の結合部位とは別のところにあることが明ら

かになったのです。そこで，私たちはすぐにその明ら

かにされた立体構造をもとに，レセプターの二量化に

関わる部位に結合する薬剤の探索・開発に着手しまし

た。���レセプターに関する薬剤探索研究については

すでに製薬企業との共同研究となっていますのでここ

では詳細をご紹介できませんが，その方法論について，

別のタンパク質を例にお話しさせていただきます。

　シロイヌナズナの遺伝子産物��２�２４９４０は，データ

ベース上はステロイド結合タンパク質であると仮分類

されていますが，実際に実験してみると動物性のステ

ロイドも植物性のステロイドも結合しません。そこ

で，このタンパク質に特異的に結合する有機化合物を

見出すことによって機能を推定し，機能が明らかにさ

れた暁にはその化合物をこのタンパク質へのリード薬

剤として活用しようということになりました。���

を用いて明らかにされた��２�２４９４０の立体構造（����

����１�０３）をもとに，そのリガンド結合ポケットと思

われる部位に，計算機上で１５万を超える化合物をドッ

キングさせて，比較的結合スコアのよかった３００個の

化合物を選び出しました。さらにこの３００個の化合物

の中から，似たようなものの重複を除いて約７０個を実

際に表面プラズモン共鳴を用いた結合アッセイにか

け，リガンド候補として４つの化合物を選び出しまし

た［２］。これらの化合物は最も結合が強いものでも�

６８μ��程度の��値しか持たないので薬剤として用い

るためにはさらなる改変が必要ですが，４つの化合物

ともに共通した構造的特徴を持っており，この特徴を

ベースにして薬剤を設計・改変して行けばよいという

指針になります。標的タンパク質および化合物が入手

済であれば，ロボティクスによる溶液調製を含めて

も，計算機によるスクリーニングから表面プラズモン

共鳴による結合の実証までの作業は１週間程度で終え

ることができます。無論，このようなリガンド探索の

手法は���レセプターへも応用できるはずです。

　しかし，最近になって，このようなリガンド探索で

は，もとの化合物ライブラリーの収録件数が５０万を超

えても，なかなかヒットの確率が上がらないこともわ

かってきました。低分子有機化合物を計算機で検索し

ている限りにおいては，化合物の構造自由度が低いた

めタンパク質の結合ポケットに化合物が“フィットす

る”といったイメージにはならずに，疎水性コンタク

トばかりが過大評価された結果となってしまうので

す。これはドッキング計算のアルゴリズムの問題であ

るとともに，有機化合物が取りうる探索空間の狭さと

いう本来的な問題とも絡んでいます。そこで，リガン

ドを探索する際には，有機化合物だけではなく構造の

柔軟なペプチド性物質も候補として探索して行く必要

があると考えました。しかし，ペプチドは逆にその構

造自由度の高さから，計算機上では精度のよいドッキ

ング・シミュレーションが行いにくく，また有機化合

物よりも全般的に低い親和性を持ったものしか得られ

ないということも事実なのです。ペプチドをリガンド

候補として扱うには，弱い結合を効率よく評価できる

アッセイ法を開発しなければなりません。これに関し

ては現在開発途上ですが，先に福岡で開催された学会

�����では，カルモデュリンを例にして，標的タンパ

ク質に結合するペプチドを効率よく探索する方法を発

表しました［３］。リガンド・ペプチドの探索法に関し

てはファージ・ディスプレイと���とを組み合わせ

た方法なども開発されていますが［���������	
������

�



���（２００４）���������	����２００３��２３�２４．］，ここではペプ

チドの混合物をキャピラリー電気泳動（��）で分離

しながら標的タンパク質に結合するものだけを拾い出

し，そのペプチドを質量分析法（��）により同定す

るという方法を採用しています。この�����を用い

た方法では，比較的弱い結合をも検出でき，数十以上

のペプチドを同時にアッセイすることができます。現

在，いろいろなタンパク質への応用の実証実験を進め

ており，もし上記の���レセプターの二量化ループ

を模したペプチドの配列をもとにライブラリーを作成

して，それらの���レセプターへの親和性を評価で

きれば，レセプター二量化拮抗薬のファーマコフォア

をペプチドからの情報でマッピングできるようになる

はずです。

　現在，私たちの研究グループに限らず，世界の趨勢

として構造プロテオミクスが盛んに研究されています

が，その次に来たるべき創薬の過程では，ペプチドが

ファーマコフォア探索のツールとして活用されるので

はないかと思います。そのときには，これまで日本ペ

プチド学会の会員によって培われてきたペプチドから

薬剤を設計するノウハウの知見が必ずや役に立つもの

と考えています。
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APIPS�JPS ２００４開催報告書

APIPS�JPS２００４実行委員会

　第１回アジア－太平洋国際ペプチドシンポジウム－�

第４１回ペプチド討論会，����������２００４は，平成１６年

（２００４年）１０月３１日（日）から１１月３日（水）までの４

日間の会期で福岡国際会議場において開催されまし

た。この国際会議について，その詳細を報告いたしま

す。

主旨および今後のAPIPS

　これまで日本ペプチド学会が年会として開催してき

た日本ペプチド討論会（���）を，新たに３年に１度

の国際会議とする決議がなされ，その第１回目の開催

が下東康幸・九州大学教授に任ぜられたのは，２００２年

７月です。福岡の地での国際会議開催にあたって，

「第１回アジア－太平洋国際ペプチドシンポジウム

（�����）」を発議して了承されましたが，その主旨は

次のようなものでした。

　ポストゲノム時代の生命科学の統合的な理解に絶対

に欠かせない重要な生理活性物質がペプチドであり，

ペプチド科学研究の重要性はますます増しています。

こうしたなか，中国や韓国の「高級人材・海亀族の帰

国政策」に見るように，欧米に頭脳流失した科学者が

アジアに回帰し，最先端科学の成果がアジアを拠点と

して世界に発信される時代の到来が現実味を帯びてき

ました。これはペプチド科学研究においても同様であ

り，これまでのようにペプチド科学研究の世界的セン

ターの一つとして日本が先導的な役割を担うために

は，こうした状況を強く意識した研究成果公開発表の

機会を主導的に供することが重要です。そして，若手
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理研横浜研究所全景。現在はさらに研究棟が１棟増
えて，ゲノム科学総合研究センター，植物科学研究
センター，遺伝子多型研究センター，免疫・アレル
ギー科学総合研究センターの４センターから構成さ
れています．中央のドーナツ型の建物およびその左
の５弁花状の建物が���棟です。



研究者が国際的な交流の中で先導的に主催し，参加し

ていける身近な国際会議を定常的に供することが重要

です。そこで，このような国際会議をアジア－太平洋

地域ではじめての国際ペプチドシンポジウム�����

として組織・開催することとしたものです。

　こうした「アジア－太平洋」を冠した国際会議を併

催するという発議・提案は，アジア－太平洋地域の各

国のペプチド学会からも支持を得ることとなりまし

た。�����開催の主旨は文部科学省　平成１５－１６年

度　科学研究費補助金　研究成果公開促進費「研究成

果公開発表（�）」補助事業として採択されました。こ

うして，下東教授を中心とした組織委員会および実行

委員会が組織され，福岡国際会議場を会場とする国際

会議開催の準備が本格化しました。

　�����の主旨は会期中に開催された代表者会議でも

再確認され，�����������	
�	��（協会）を組織するこ

ととなりました。そして，第２回大会を２００７年にオー

ストラリア・ケアンズで，第３回大会を２００９年韓国で

開催することとし，こうした�����精神を今後各国ペ

プチド学会で推進していくことが了承されました。特

に，若い研究者の活躍を期待し，交流を積極的に押し

進めるため，各国で相互に努力することをアピールす

ることになりました。

市民フォーラム

　大会第１日目に，社会連携事業の一環として，青少

年・一般社会人を対象とした講演および展示からなる

『生命（いのち）を守り，健康をつくるアミノ酸・ペプ

チド』と銘打った「市民フォーラム」を開催しまし

た。約３７０名の参加者を得て，盛況のうちに開催され

ました。このフォーラムでは講演会に加えて，初めて

の試みとしてポスター展示・実験が実施されました。

講演会では，木曽良明会長と下東教授によるペプチド

紹介の入門的な講演，「カブトガニの病原菌に対する

免疫反応のしくみ」（川畑俊一郎・九州大学大学院教

授），「くすりになった抗体のはなし」（杉村和久・鹿児

島大学教授），「食品に含まれる生理活性ペプチド」

（江尻昌弘・カルピス株式会社　中央研究所室長），

「乳ペプチドの食品への応用」（山田明男・森永乳業株

式会社　栄養科学研究所室長）の６つが口演されまし

た。

　展示では，来場者が予想以上に多かったために非常

に混みあい，行き来がままならないほどでした。１３の

項目がポスター展示されましたが，特に実演・実験を

伴った「性格は脳内ホルモンが決める�」，「お茶と健

康　美味しいお茶とアミノ酸の役割」，「「ガン」と

「タンパク質の形」の関係��」，「納豆のネバネバがお

肌と地球の潤いを守る�」，「アミノ酸と香りの関係

「リアクション・フレーバー」」，「コンピュータで診

て，目で見るアミノ酸・ペプチド」など，大好評でし

た。また，カルピス（株）社は，「血圧が高めの方に，

毎日１本ペプチド飲料を��」と題し，飲料１本ずつを

配布し，好評を博しました。なお，ここで展示された

ポスターはすべて，シンポジウム会期中ポスター会場

（多目的ホール）に掲示し，公開しました。本年（平成

１６年）中には，当日に会場で頂いたアンケートやその

他の資料を取りまとめた「�����市民フォーラム　ハ

イライト」をインターネットホームページで公開の予

定です。

国際シンポジウム

　１１月１日（月）から始まった国際シンポジウムに

は，会期を通して総勢約５２０名の参加者があり，海外

からは合計１８カ国約７０名の参加がありました。参加の

国・地域別構成は次のようです。日本，韓国，中国，

モンゴル，香港，台湾，シンガポール，イラン，オー

ストラリア，ニュージーランド，アメリカ，カナダ，

フランス，イギリス，スイス，ハンガリー，ドイツ，

エジプト，イスラエルでした。

　シンポジウムが成功裡に遂行された第１の要因は，多

くの方から賛辞を戴いたプログラム編成の妙にあるの

ではと思われます。����������２００４が主導したコアプ

ログラムにおいては，「���������	�
���
�����������

���������	
��������
�生理活性ペプチド・タンパク質の

機能機構」「���������	�
���
��
�	���
���
��
���	ゲ

ノムペプチドおよびペプチドーム先導研究」「����

���������	
����	
��	
��������	���
�����������	�

���������	
��������
�ペプチド・タンパク質の機能構造

構築原理の分子基盤」という３つの主題を掲げて，それ

ぞれに基調講演および一般講演を配し，合計１３演題で

構成しました。一方，若手先導シンポジウムでは，新

進若手研究者の新規開拓分野での研究成果８件を特集

しましたが，博士研究員（ポストドク），大学院生，企

業研究員と，すべて日本人若手研究者の若々しく意欲

溢れた講演は，多くの人々を魅了しました。特に，

オーストラリアペプチド学会の長老で�������先生か

らの賛辞は日本の次代を担う研究者の質の高さを言い

当てて，本会議の実効の顕著な現れと組織委員会を喜

ばせるものでした。

　シンポジウムセッションでは，８つの主要研究分野

の最先端テーマに招待講演，依頼講演，一般講演を配

して合計３４演題の口演を行いました。テーマは具体的
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�������
����の８つです。

それぞれが時宜にマッチした最先端の研究成果を集約

的に公開するセッションとなり，非常に活発な討議が

行われました。今回特に特徴的であったのは，講演プ

ログラム進行がきわめてスムースであったことです。

発表者が持ち時間（１５分：一般，２０分：招待＆依頼，

１０分：若手）を厳守され，また，単に時間を守ったと

いうだけでなく，持ち時間内に密度濃い内容を発表さ

れました。そして，質問が引きも切らず，時間一杯に

有意義な討論が交わされながらも，ほとんど遅滞する

ことなくプログラムが進行しました。こうした状況

は，海外からの参加者の多くが驚嘆し，賛辞を贈って

くれました。成功のもう一つの理由は，日本と外国の

先生方をペアにした座長の方々のご協力にあります。

　会議の最終セッションは受賞講演でした。奨励賞�

を佐賀大学農学部の佐藤　孝さん，第３回��������

��������	
����を�������先生が受賞されました。特

に，�������先生の感銘深い講演は，「我々も格段の努

力が必要だ」という思いを強くさせるものでした。最

後のセレモニーはこれらの授賞式とポスター賞の発表

でした。

ポスターセッション

　ポスターセッションは，毎日１回約５０演題ずつを９０

分の討議時間を設けて実施されました。��������，

�����������	
���������	�
���
	�������������
����

����������	
��
������
���
������������������	�
���

���������	��	�
�����	��	�
�����
������������	
��	�
����

�������の１１研究領域で，総計１５４演題のポスターが掲

示され，活発な議論が展開されました。オーストラリ

アから企業展示のために参加のある人は，その真剣で

活発な討議の様子を形容して，「驚くべき光景です」

と感嘆されていました。ポスターは会期３日間を通し

て掲示されました。ポスター会場の多目的ホールは約

１３２０��（４００坪）の広さで，その半分のスペースに，

５００名が同時に討議に参加してもゆったりになる様に

ポスターボードを設置しました。討議時間になるとあ

ちこちに密集が形成され，質疑の声々はホール全体を

覆う音響となって，熱闘とでも形容すべき熱気と活気

に包まれていました。ポスターセッションでは３５歳以

下の若手研究者のポスター発表を表彰する「ポスター

賞」の審査が行われました。５つの審査分野に合計７４

演題がエントリーし，各分野１２～１５名の国内外の審査

員が審査にあたり，集計された結果に基づいて最終日

の閉会のセレモニーのハイライトイベントの一つとし

て表彰式が行われました。その結果，次の５つのポス

ターが選ばれ，賞状と副賞が授与されました。��２�００２

（���������	�
����，ハンガリー），��３�０３６（���������	

���，韓国・���������	
���

����
�����������），��３�

０４２（���������	
�，北 海 道 大 学），��１�１０９（�����

��������，京都薬科大学），��２�１３１（��������	
��，京

都大学）。

　多目的ホールのポスター会場には，�字型の通路を

通り抜けて入ることになります。この通路の両側には

合計１６ブースが設置されて，企業展示が行われまし

た。その両脇にはそれぞれテーブルと椅子が置かれ，

休憩のスペースが確保されました。朝８時から夕方６

時頃まで会議場に篭（こも）りきりとなったこの国際

会議においては，憩いの空間は重要な要素と考えられ

ました。「リフレッシュ」の運営チームが担当した

コーヒーやお茶，飲料水の常時サービスは，時々の

クッキー，シュークリーム，パンなどのサービスとと

もに，疲れを癒し，話の輪を広げ，友好を深めるのに

役立ったのではないでしょうか。さらに，インター

ネットコーナーも設置されましたが，ここはいつも満

員状態で，皆さん電子メールや検索などに利用されて

いました。

ランチョンセミナー

　会期３日間の昼休み時間を利用して，合計４つのラ

ンチョンセミナーが開催されました。国際会議である

ことから，特に若い人の教育的な側面を考え，「通訳

付でもできるだけ英語での講演を」とお願いしており

ましたが，これはなかなか難しい課題でした。しか

し，これは最終的には１社で実現しました。また，実

施していただく企業にはセミナー業務に専念してもら

うため，ランチの世話を事務局で全面的に引き受ける

ことにしました。５０～７０名収容の中会議場（４階）

で，試薬，機器，ソフトウェアなどの最新の有用な研

究ツールが紹介されました。どのセミナーとも空席無

しの満員となる盛況でした。ランチについては福岡な

らではの，美味しい質と量をもった菜根ランチボック

スにお茶を付けて用意することができ，参加聴衆の皆

さんにも，セミナーの企業の方にも喜んで頂けまし

た。蛇足ながら付け加えますと，会期中のスタッフの

弁当はこのランチョンセミナーのものと同じでした。
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懇親会

　国際会議で友好を深め合う最大のイベントの一つは

懇親会であり，����������２００４では特にその開催に

当たっては，ある趣向を凝らしました。これは，プロ

グラムがかなりタイトであり，しかも，会議場にほと

んど篭りきりとなるため，単なるホテルでのありきた

りの懇親会では主催者の意を尽くしたものにならない

のではないかと考えたからです。幸い実行委員会にお

いて素晴らしい提案があり，決断されました。その趣

意は，国際会議に付き物の１日がかりのエクスカー

ションをしない今回のハードスケジュールの会議で，

小振りのエクスカーション擬き（もどき）を実行しよ

うという決断でした。福岡国際会議場の裏手は博多ベ

イサイドであり，会議場２階から階段を下り，都市高

速道の下をくぐると，直ぐに福岡市営の渡船場になっ

ています。歩いても１０分足らずで港に着きます。そこ

で貸切りの渡船おとひめ丸（３８０名定員）に乗ると，

博多湾を横切る形で約３０分の船旅となりました。ビー

ルなどのドリンクとスナックを手に博多の夜景を楽し

みながらの小旅行。これが最初のもくろみでした。し

かし，当日は風もあり，やや寒い思いの船旅になりま

した。やがて，金印が出土したことで有名な志賀島に

通じる海の中道のちょうど真ん中に位置するホテル海

の中道の波止場に着き，桟橋から海沿いの芝生の庭に

入りました。ここでは，篝火（かがりび）に照らされ

た茫洋の雰囲気でワイングラスを片手に短い一時を過

ごしていると，やがて開会の挨拶。これに引き続き，

オーストラリアペプチド学会会長の�����教授の音頭

で「乾杯」。その瞬間，ド～ンと，打ち上げ花火。約５０

発の本格的な花火に参加者はあっけにとられ，そし

て，大歓声となりました。最大級の花火で締めくくら

れると大きな拍手が沸き起こりました。この趣向は秘

されたサプライズだったのですが，皆さんに喜んで頂

けたのはなによりでした。

　懇親会には約３３０名が参加するという，これまでに

ない盛況振りでした。宴会場は庭園と一体になってお

り，会場では数々の料理が並ぶビュッフェと飲み放題

のドリンクコーナーに加えて，海外からのお客様を意

識したすしコーナー，てんぷらコーナー，釜飯コー

ナー，刺し身コーナーを用意しました。さらに庭で

は，バーベキューも行われ，料理は最後まで尽きるこ

とがありませんでした。途中，次回開催の若宮近畿大

学教授，第２回�����開催のオーストラリア�������

メルボルン大学教授をはじめとする各国の参加者から

挨拶がありました。三々五々の帰りは，ホテル前から

８台の貸切りバスを運行し，マラソンコースとして有

名な海ノ中道，和白干潟の中を通る新街道，そして，

都市高速を通って福岡市内に入り，博多駅から中洲，

天神と市内を一周するコースで約３０分のバス小旅行を

楽しんで頂き，それぞれのホテル近くまでお送りしま

した。この海路，花火，宴，バス旅行の小エクスカー

ションは皆さんに大好評でした。

運営

　２００３年６月に下東教授を代表世話人として，まず日

本ペプチド学会会長・庶務幹事（途中任期替えのため

新旧各２名），韓国ペプチド学会会長（新旧２名），中

国ペプチド研究者協会会長およびシンポジウム世話人

（２名），オーストラリアペプチド学会会長（２名（２

名制）），日本ペプチド学会福岡地区理事・評議員（３

名）の合計１４名からなる組織委員会が形成されまし

た。さらに，福岡地区を中心にしたプログラム委員会

（１０名），実行委員会（１７名）および市民フォーラム実

行委員会（８名）を組織しました。同年９月よりは，

合同の委員会を開催しながら準備が進められました。

こうして，国際会議開催に向けてアジア－太平洋地域

各国の協力体制を整えるとともに，第１回会議の福岡

開催の意義をアピールするため，下東代表は，２００３年

１０月に第５回オーストラリアペプチドカンファレン

ス，第４０回日本ペプチド討論会，１１月に第７回韓国ペ

プチドシンポジウム，２００４年７月に第８回中国国際ペ

プチドシンポジウムに出席しました。各学会からの協

力を取り付けるとともに，この間，日本，韓国，中国，

香港，台湾，シンガポール，イラン，オーストラリア，

アメリカ，ヨーロッパに招待，あるいは依頼講演者の

交渉を行い，基調講演者および若手研究者約２０名の招

聘も決定しました。

　この間，九州大学下東研究室に教官スタッフ等５名

からなる事務局を置き，実質的な事務体制を整えまし

た。この事務局で，福岡国際会議場の選定・予約，

����������	
��およびポスターの作成，会議ホームペー

ジの立ち上げ，各種助成団体への資金援助の依頼・申

請，広告・展示の募集依頼，ランチョンセミナーの募

集依頼，懇親会のアレンジ，そして，会議場との打合

せなど，ほとんどの実務を実行してきました。カン

ファレンスの運営を引き受ける会社，組織があり，勧

誘も受けましたが，「すべてを手作りで，自分たちで

やる」というのが最初からの堅固な方針であり，この

ことは後々に様々なところで高く評価して頂きまし

た。こうした，事務局実務を野瀬健九州大学助教授・

事務局長を中心にして坦々とこなしたスタッフ諸氏の

活躍がなくては，今回の国際会議の成功はありえない

�



ことは論を待ちません。担当実務としては，助成申請

や海外招待講演者との実務渉外を桑田治委員が，懇親

会やプロシーディング関係を白須直人委員が，発表申

込や参加申込，会計実務を松島綾美委員が担当しまし

た。これらの総括の実務とその他の実務は，野瀬事務

局長と下東代表を中心として行われました。

　運営資金の面では，「参加費を通常の国内大会と同

じで実施する」という下東代表の宣言があり，このた

め，国内の助成財団や関係団体に申請をすることとな

りました。参加費については，「国際学会なのにきわ

めて安い」「どうしてこんなに安いのですか？」等々

の声を聞きましたが，宣言通りに実施することができ

たのは，各方面からの暖かい，熱い支援があったから

にほかなりません。まず第一に，通常の開催補助に加

えて国際会議補助を追加して頂いた日本ペプチド学会

に深く感謝申し上げます。また，本国際会議は文部科

学省の科研費の補助がなくてはこのように開催できな

かったことは明々白々であり，深謝に絶えません。さ

らに，この科研費が採択されたように，アジア－太平

洋国際ペプチドシンポジウム�����開催の意義が非

常に良く理解され，申請したほとんどすべての助成団

体への申請をお認め頂くことができました。申請を仲

立ちして頂いた多くの方々に厚くお礼申し上げます。

広告や展示もこうした背景を深く理解して頂いた企業

より積極的に参加して頂きました。海外からの自主的

な申込もありました。こうしたすべての暖かいご支援

に対して重ね重ねお礼を申し上げます。

　８月末の発表申込の締め切りまでに２００題を越える

演題が集まりました。当初１６０前後の演題を予想して

いただけに，これは意外な嬉しい結果でした。特に，

国内からの申込が例年よりも非常に多くなったのには

驚きました。これは，国際会議への参加が研究活動評

価の対象として非常に重みをもつ昨今の社会現象の顕

れ（あらわれ）ではないかと考えられました。もう一

つ，参加費が格安であったことも影響しているのかも

知れません。講演，口演をどの位の規模で実施するか

は，プログラム編成の最大の問題でしたが，冒頭にも

書いたように今回の国際会議が国際化した日本ペプチ

ド討論会（���）とアジア－太平洋国際ペプチドシン

ポジウム（�����）のジョイント開催（併催）という

ことになりましたので，特に，日本からの申込は可能

な限り受けよう，との方針で編成に取組みました。下

東代表とプログラム委員長の佐藤一紀福岡女子大教授

が中心になって素案を取りまとめ，委員会で審議しま

した。その結果，ジョイント国際会議����������

２００４に相応しい，合計５７演題を配したプログラムが完

成しました。第２日目，３日目は朝の８時から始まる

ハードでタイトなもので，実際，日本からの参加者の

中にはそのように口にされる方もおられました。しか

し，海外からの参加者の方は良いプログラムであると

お褒めの言葉ばかりで（お世辞半分かも知れません

が），正直，あまり気にされていないようでした。こ

うして，約１ヶ月かかり日本国内１７０件，海外４４件の

演題を配したプログラム編成が終わり，１０月１５日付け

で約３００頁の要旨集「����������２００４�����������	�

���������」を発行することができました。この編成と

ほぼ並行して，市民フォーラムの要旨集（約５０頁）を

編纂しました。

　さて，国際会議の開催にあたっては，最も重要なイ

ベントは言うまでもなく会議そのものです。このた

め，実行委員会メンバーの先生方および大学研究室の

学生さんに活躍して頂きました。野瀬事務局長を中心

にして作成した「運営マニュアル」を教科書に，会議

運営の実際の手はずを説明する会議，福岡国際会議場

の現場での説明会，そして，開会日１０月３１日午前中の

各種設営作業とリハーサルを行いました。こうした数

少ない打合せにもかかわらず，本番では驚くほどの習

熟度と熱心さ，きめ細かい配慮と真摯さで完璧に会議

を進行させてくれました。あるゆる場面で，素晴らし

い運営がなされていきました。学生さんの協力を頂い

たのは，九州工業大学情報工学部・岡元研究室，福岡

女子大学人間環境学部・野田研究室および佐藤研究

室，九州大学大学院薬学研究院・田中（末宗）研究室，

福岡大学理学部・安東（西川）研究室，佐賀大学理工

学部・兒玉・長田研究室，そして，主管の九州大学大

学院理学研究院化学部門の下東研究室です。その他，

実行委員の先生方にも直接に運営に携わって頂き，総

勢７０名の実践部隊でした。受付，講演進行，ポスター

進行，リフレッシュ，クローク，懇親会などの業務セ

クションに大きく別れ，各セクションとも実に機動的

に活躍しました。こうした運営は，全体の統率と総

意，もてなしの心と真摯さ，そして，創意と工夫のこ

ころに支えられたものであり，感謝に絶えません。

　今後は，すべての発表をプロシーディング冊子とし

て取りまとめ，その成果を広く衆知するとともに，会

議のようすを次回の第４２回���（２００５年大阪・千里，

世話人：若宮建昭・近畿大学工学部教授），第２回

�����（２００７年オーストラリア・ケアンズ，世話人：

�������メルボルン大教授）への総括として資するよ

うにハイライト編集する予定です。本会議の������

����２００４の開催が，その意義を発揮して充分な成果を

挙げ，ひいてはペプチド科学研究の発展に少しでも寄

��



与できたとすれば，それは参加して頂いた皆さんの格

別の配慮のお蔭です。重ねて感謝申し上げます。

　����������２００４実行委員会　

事務局（九州大学理学研究院）　

����������	
����
�������������　

3rd International and 28th European Peptide 

Symposiumへの参加報告

　３��������������	��
�����２８����

��������	
����
�	���������

（３���������２８�������）が，２００４年

９月５日から６日間にわたり

チェコ・プラハにある�������

������������	��で開催されま

した。今回は，チェコの�������

������先生，�������������	
�先

生，イスラエルの���������	�
先生，���������	
先生

が�����を務められました。

　開催都市であるプラハはチェコ共和国の首都であ

り，西部のボヘミア地方の中央を南から北へと流れる

ヴルタヴァ（モルダウ）川に沿ってボヘミア地方のほ

ぼ中央に位置します。中世そのままの芸術的な町並は

「東欧のパリ」「百塔の都」等とも呼ばれ，世界中の

人々が観光に訪れています。モルダウ川を挟んだ西側

にはプラハのシンボルであるプラハ城が構えておりゴ

シック建築の教会や宮殿があちこちに建ち並んでいま

す。開催中の気候は，朝晩は冷え込むものの，日中は

まだ夏を感じさせる程の日射しで，終始天候にも恵ま

れました。

　本国際シンポジウムは，４８ヶ国から約１１００人もの参

加者が集う大規模な学会であり，プログラムも９２題の

口頭発表と６８３題のポスター発表を含む多数のセッ

ションから構成されておりました。中でも日本からは

５７題の発表があり，これはドイツ，���に継ぐ３番目

に多いもので，ペプチド科学に対する日本の貢献度の

大きさがうかがえます。

　初日の���������	
���
���
������������
���では，

世界各地からの若手研究者による口頭発表が行われ，

どの発表も発表者の熱意が感じられるすばらしい講演

でありました。著者もまた「����������	
����	�	����

����������	
��
��

������������
������������	���������

������������	
�����
����	��	���	��������������	
�

���������	���
������

�	����
�	�，��β�����」という題

目（��������	�
�������
	����������
	������������	
�

����）で口頭発表する機会に恵まれ，大変幸運にも

������������	
���
������をいただくことができまし

た。授賞式は５日目の������������	
で催され，表彰状

に描かれた絵はモルダウ川に架かるカレル橋からプラ

ハ城へと続くプラハの代表的風景で，実にヨーロッパ

的な美しいものでした。このような名誉ある賞をいた

だけたことは私にとって大きな喜びであり，お世話い

ただいた皆様に心より感謝申し上げます。

　２日目から６日目の口頭発表は��������	���

����������	
����������	
��	���
����
�	����
�������

�����������	�
����������	�
�������������	��
�
���
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�������������������	
���
�����������	������
��������	

����������	�
����
	������������	��をそれぞれの

トピックとするセッションが展開され，いずれも活発

な討論が繰り広げられておりました。またメモリアル

セッションとして���������	
����
�����������
�

�������と����������	
��
�������������������
�５０����

����������	
��

�����	����	����
��������������	
	

が盛大に催されました。一方，日本からは，石田先生

（北里大学），新倉先生（慶応大学），大高先生（京都大

学），玉 村 先 生（京 都 大 学），軒 原 先 生（������

�����������	）がそれぞれ口頭発表され，興味深く拝

聴させていただきました。

　口頭発表後の夕方からは，連日ポスターセッション

が催されましが，ポスターパネルの前では若手研究者

が活発に討論する姿が数多く見受けられ，そのハング

リーな研究意欲に大変感銘を受けました。今回は著者

にとっても関連の深い発表が多数あったことから，特

に精力的にディスカッションし貴重な情報交換ができ

たように思います。また，あまり専門でない分野の発

表に対してもできるだけ質問等するように心がけ，ペ

プチド科学の最先端研究を幅広く理解する絶好の機会

になりました。サイエンティフィックな内容のみなら

ず，見た目に美しいポスターが多数展示されていたこ

とも印象的でした。

　一方，オプショナルツアーも企画され，私はプラハ

城見学に参加する機会を得ました。城壁に囲まれた広

大な敷地内には，中世からの長い歴史を感じさせる芸

術的な建築物が数多く存在し，その深く美しい文化を

堪能することができました。また，５日目の���������

�����は実にヨーロッパらしい音楽とダンスとユーモ

アに富む心からエンジョイできるものでありました。

尚，ダンスタイムには日本人の先生方も積極的に参加

��

相馬　洋平
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されていました。

　今回�３�������２８�������に参加させていただき，大

変貴重な体験をさせていただいたと思います。口頭発

表後は海外や日本の先生方から大変有益なアドバイス

等を多数いただくことができ，貴重な財産となりまし

た。また，多国籍の大学院生・ポストドクターなどの

方々とはサイエンスのディスカッションは勿論のこ

と，それぞれの研究室のスタイルや身の上話までする

ことができ，いろんな意味で実り多い（��������な）も

のであったように思います。

　最後になりましたが，私のシンポジウム参加は，日

本ペプチド学会の若手研究者参加支援事業の助成によ

るものであり，学会役員および選考委員会の先生方に

心より御礼申し上げます。

そうま　ようへい　

京都薬科大学大学院薬学研究科　

��������	
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�　

第３７回若手ペプチド夏の勉強会報告

　毎年恒例になっております若

手ペプチド夏の勉強会が，２００４

年８月８日～１０日に京都府京北

町（京都市の北，４月１日に京

都市と合併予定）の府立ゼミ

ナールハウスで開催されまし

た。第３７回を数えます今回は，

京都大学大学院薬学研究科薬品

有機製造学分野（藤井研究室）がお世話させて頂きま

した。すでに，勉強会以後５ヶ月が過ぎてしまい，随

分前のことのように感じられますが，世話人を代表し

まして，今回の勉強会の報告をさせて頂きます。

　今回は，北海道から九州までのほぼ全国から参加者

が集まり，たぶん過去最高の合計１３０人になりました。

その中には，英語で講演されたハンガリー�������

���������	
���	
�������	�������������研 究 室 の����

���������	�
���（������ではない）の参加や，初参加

の最年長記録を大幅に更新（３５才？→５４才）した藤井

信孝教授の参加もありました。例年は３泊４日で開催

しておりましたが一昨年の幹事会での決定に基づき，

今回は参加者および世話人？の負担を軽減するため内

容を薄くしない形で試験的に２泊３日で開催しまし

た。結果的に２泊のほうが参加しやすく，このことが

参加者を大幅に増やしたと考えております。実際，最

後に参加者全員に多数決をとりましたところ，２泊３

日を支持する人が３泊４日を支持する人を上回ってい

ました。

　講演プログラムの方は，特別講演が５件，一般講演

１０件，研究室紹介を兼ねた�����������	�
���	�＆�

������が２７件ありました。以下，特別講演のみ紹介さ

せて頂きます。「膜脂質結合性ペプチドの細胞生物�

学への応用」梅田真郷先生（京都大学化学研究所・�

超分子生物学研究領域　教授），「���������	
�������


���������	
�	�
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�	��
���������	�
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�����

��������	
������
（����������	
���
��
���
�	�����

��������	
����	
�
���������������
������������留学体

験記）」中井一夫先生（藤沢薬品工業株式会社探索研究

所・合成研究），「���������	
����
�の展開：遺伝子ネッ

トワークの構築から�����������	
�	���へ－�������

��������	
�����
�	�����������		����������������	

����

���留学体験記を含めて」荒木通啓先生（東京大学医科

学研究所・ヒトゲノム解析センター　助手），「ペプチド

合成によるホルボールエステル受容体の機能解析と薬

剤開発」入江一浩先生（京都大学大学院農学研究科・

食品生物科学専攻　助教授），「���蛋白質：多剤耐性

から脂質ホメオスタシスまで」植田和光先生（京都大

学大学院農学研究科・応用生命科学専攻　教授）。い

ずれのご講演も現在のポストゲノムの時代にふさわし

く，新しい分野を切り拓かれたご研究であり，ペプチ

ド科学をベースにした若手研究者にとっては超分子科

学や���������	�
�����
�����������に目を向けたくな

るような非常に興味深い内容でした。いかにサイエン

スというものが大切であり，面白いかを語ってくださ

いました５名の講師の先生方に深謝いたします。

　今回も前々回，前回に続きまして，勉強会の活性化

に貢献されました若手研究者（本当に若い人＝学生お
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玉村　啓和

会場にて。左から著者，林良雄助教授（京都薬大），
アメリカペプチド学会会長����������博士，木曽良
明教授（京都薬大）



よびこれに準ずる人）を投票により選出し表彰いたし

ました。一般講演部門���（最も優秀な口頭発表をし

た人）として，村上一馬さん（京大），ポスター発表部

門���（最も優秀なポスター発表をした人）として，

矢野義明さん（京大），研究討論部門���（積極的に討

論に参加し，レベルアップに最も貢献した人，これの

み世話人による選出）として，小木曽加奈さん（信大）

が表彰されました。この３人はいずれも３ヶ月後の�１���

������４１������の ��������	�
��
��	�������������

����で立派に口頭発表（もちろん英語で）されてお

り，その後も順調に活躍されていることがうかがえま

した。また，本勉強会が明日のペプチド科学を担う若

手研究者を育成するのに役立っているということも主

張できると思います。なお，この受賞者３人はすべて

博士課程の学生さんでした。本会は修士の１年，２年

生を対象においていますので，この修士の学生さんを

表彰できるような���も設けるべきであったと反省

しております。同じ土俵で比較しましたら，������が

������よりまさっているのは当然のことですから。

　今回は，京都で真夏という気候条件でしたので，恒

例（高齢）のソフトボール大会は行えませんでした

が，その分，夜に別館貸切の４０畳の宴会場で（明け方

まで）十分交流を楽しめたのではないかと思います。

その中には腕相撲大会もあり，学生チャンピオンを藤

井教授がコロッと負かしてしまうという光景も見られ

ました。確かにサイエンス部門での学生さんの成長は

著しいですが，腕力ではまだまだ教授の足元にも及ば

ないということが証明されました。

　また，いつもながらのことですが，幹事会では本会

（若手ペプチド夏の勉強会）のあり方について議論し

ました。この議題に関しましては毎年白熱した

����������が尽きず�������でしたので，とりあえず本

会の対外的な連絡先の窓口として若手の会代表者を置

くことに決まりました。この代表者には，開催最終日

の総合討論会において佐藤孝先生（佐賀大）が選出さ

れ，満場一致で承認されました。今後しばらくは佐藤

孝先生が代表として，対外的な連絡と若手の会参加者

の意見のとりまとめを行うことになりました。なお，

次回（第３８回）の若手ペプチド夏の勉強会は，２００５年

８月３～５日（２泊３日＋８月６日オプション１泊）

に長野県南箕輪村大芝高原大芝荘で開催される予定

（世話人：信州大学農学部　中村浩蔵先生）です。

　今「ポストゲノム－プロテオミクス研究」におい

て，再びゲノムの表現型であるペプチド，タンパク質

の重要性が取り上げられています。また，新規の生理

活性ペプチドやオーファンレセプターが相次いで発見

されており，創薬のターゲットが飛躍的に増大してい

くことも確実であると思われます。このような状況の

中で，我々ペプチド科学者がどのように研究を展開し

ていくかが非常に大切であると考えられます。若手ペ

プチド夏の勉強会は，他の研究者と有意義な

����������をし，各人の研究を率直にかつ真剣に考え

合うのに非常に良い機会であります。この純粋に楽し

く勉強になる本会が今後一層発展していくことを期待

いたします。最後になりましたが，今回の勉強会にご

参加いただいた方々，また，���をはじめ，ご援助ご

協力を頂いたすべての方々に深謝いたします。

たまむら　ひろかず　

京都大学大学院薬学研究科　
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ペプチド討論会世話人の募集について

　日本ペプチド学会では２０１０年までのペプチド討論会

の年次開催計画をたてることとし，ペプチド討論会の

世話人を公募しています。

　第４２回（大阪，２００５年）および第４３回（横浜，２００６

年）はすでに決まっています。

　第４４回から第４７回�（５�����������	
������
�	������

��

����）の主催をお引き受けいただける方は開催時期，

開催地および連絡先を明記の上２００５年６月３０日までに

下記宛てにお申し込み下さい。

　お送りいただいた資料をもとに日本ペプチド学会理

事会にて審議後，決定させていただきます。

ペプチド討論会開催計画

第４２回：２００５年，大阪，若宮建昭（近大）

第４３回（４�����������	
��
����
��
����
�）：２００６年，

横浜，三原久和（東工大）

世話人募集中：第４４回：２００７年，第４５回：２００８年，

第４６回：２００９年，第４７回（５�����������	
������
�	���

���������）：２０１０年

申込先　〒６０６�８５０１�京都市左京区吉田下阿達町

　　　　　京都大学薬学研究科

　　　　　藤井信孝（������０７５�７５３�４５５１�

　　　　　��������	
����
�����������
�����
）

シンポジウム等

第５回ペプチドフォーラム（日本海ペプチドフォーラム）

『ペプチドサイエンスに産学連携を探る』

平成１７年１月２９日（土）　富山国際会議場

問合せ先：小野　慎（富山大学工学部）

��������	
�����
������������������

詳細：������������	
����

第６回ペプチドフォーラム

『ペプチド科学と高分子化学の接点を探る』

平成１７年２月１１日（金）　北海道大学地球環境科学研

究科

問合せ先：坂口和靖（北海道大学大学院理学研究科）

��������	�
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�����	����������

詳細：������������	
����

２００５環太平洋国際化学会議PACIFICHEM２００５

平成１７年１２月１５日～２０日　ホノルル（ハワイ）

��������	
８５��������	�
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�����	���

��������	

ポスター発表募集：締切り４月１３日
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問合せ先：三原久和（東京工業大学生命理工学研究科）

��������	��	�
����
������	������

お詫びと訂正

　前号���５４において，以下３点の不備がありまし

た。お詫びし訂正をよろしくお願いいたします。

１．１２ページ，���������	��
	�	��
���������１９３１�

２００４（��������の�が次の行にわたっていまし

た。）

２．１２ページ，���������	
�
（所属の訂正），�������

���������	
����
��������
�
	��

３．１４ページ，９�����������	�
������
�
�����（開

催年），�����３�６�２００６

��

����������������	�
������������
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��
編集・発行：日本ペプチド学会
〒５６２�８６８６　箕面市稲�４�１�２
　　　　　　　　　�蛋白質研究奨励会内
編集委員
三原　久和（担当理事）
　（東京工業大学大学院生命理工学研究科）
　����０４５�９２４�５７５６，����０４５�９２４�５８３３
　��������	��	�
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������	������
大高　　章（京都大学大学院薬学研究科）
　����０７５�７５３�４５７１，����０７５�７５３�４５７０
　���������	
����
�������	
	�������

坂口　和靖（北海道大学大学院理学研究科）
　����０１１�７０６�２６９８，����０１１�７３６�２０７４
　��������	�
������������	�
�������

前田　衣織（九州工業大学情報工学部）
　����０９４８�２９�７８３０，����０９４８�２９�７８０１
　���������	
���
���������������
野水　基義（東京薬科大学薬学部）
　����０４２６�７６�５６６２，����０４２６�７６�５６６２
　��������	
����
����
����������

（本号編集担当：三原　久和）


